
第 35週− 複合の霊の油塗り 

鳥

瞰 

油塗りとは、内住している複合の霊の動きと働きであって、手順を経た三一の神のすべての成分と彼の活 動を、わたしたちの

内なる存在の中へと適用します。それによってわたしたちは、完全に彼とミングリングされ、彼の団体の表現となります。わ

たしたちがⅠヨハネ第 2 章 18 節から 27 節を注意深く読むなら、油塗りの教えがおもに、神聖な三一に関 してわたしたち

に教える事柄であるのを見るでしょう。わたしたちは、反キリストの原則の中にある生活を送ることから守られる必要があり

ます。反キリストの原則とは、キリストに逆らい、キ リストに置き換わる原則、「反油塗り」の原則、すなわち、わたしたち

の内側の三一の神の動き、働き、浸透 に反対することです。 

 真理要点 経験適用 

１

日 

1 キリストは油塗られた方です

が、彼はどのようにして油塗る方

となり、わたしたちの中へと神を

塗られますか？  

2 クリスチャン生活が、完全に複

合の霊によって油塗られる生活で

あることを説明してください。 

1 わたしたちは主イエスを信じ たとき、彼をわたしたちの中へと受け入れました。わたしたちが受 け入

れた方は油塗られた方であり、死と復活を通して油塗る方となられました。今や彼はわたしたちの霊の内

側にいて、三一 の神の要素をもってわたしたちを「塗」っています。この「塗」ることが多くなればなる

ほど、三一の神の要素はますますわたしたちの存在の中へと注入されます。 

2  クリスチャン生活に関するすべては、この油塗りと関係があります。複合の霊の油塗りの中に、聖、

勝利、命、光、力、真の霊性があります。おお、主がわたしたちの目を開いて、クリ スチャン生活は、教

え、改善、調整、矯正の事柄ではないことを見せてくださいますように！クリスチャン生活は完全に複合

の油塗りの事柄です！ 

２

日 

1  Ⅰヨハネ 2:24から、子が道

であり、目的地であることをどの

ように見ますか？  

2  Ⅰヨハネ 2:27から、油塗り

が、すべての事をわたしたちに教

えるということをどのように見ま

すか？  

１ ヨハネの第一の手紙第 2章 24 節によれば、わたしたちは御子を御父へと至る道とするなら、最終的

に御子と御父の両方へと到達します。ここ でヨハネは、わたしたちが目的地の中に住むだけでなく、また

道の中にも住む、すなわち、御子の中と御父の中の両方に住むことを示します。これは、御子と御父の両

方が目的地であることを証明しま す。 

 2 これは言葉による外側の教えではなく、油塗りによる、わたし たちの内なる霊的知覚を通しての内側

の教えです。この油塗りに よる教えは、三一の神聖な要素、すなわち、油塗る複合の霊の要素 を、わた

したちの内なる存在の中へと加えます。それは、ある物に 何度もペンキを塗るようなものです。  

３

日 

1 Ⅰヨハネ 2:20－22の中の四つ

の極めて重要なことを説明してく

ださい。 

  

2 ヨハネはⅠヨハネ 2:23で言っ

ている、すべて御子を否定する者

は御父をも持っていません、を説

明してください。 

1  四つとは、油塗り、真理、イエスがキリストであること、御父と御子です。油塗りはわたしたちに真

理を教えま す。真理とは、イエスがキリストであることです。イエスがキリス トであることは、御父と

御子を含む事柄です。イ エスがキリストであることを否定することは、御父と御子を否定することです。

もしわたしたちがイエスはキリストであることを否定するなら、これはわたしたちが御父と御子を否定す

ることを意味し ます。これは、イエス、キリスト、御父、御子が一であることを強く示します。 

2 もし御子と御 父とが一でなかったなら、どうして御子を否定する者が御父を持たないことがあり得る

でしょうか？この節でヨハネは続けて、御子を告白する者は御父をも持っていると言います。御子を否定

する者はだれでも、御子も御父も持っていません。しかし御子を告白する者はだれでも、御子と御父の両

方を持っています。この節の消極的な面と積極的な面の両方は、御子と御父が分離することができない こ

とを示しています。御父と御子が一であるからです。 

４

日 

1 ヨハネの著作から、父と子は一

であることを説明してください。  

 

2 Ⅰヨハネ 2:25から見て、子と

父とイエス、キリストは一である

ことを説明してください。  

 

1 Ⅰヨハネ 2:24でヨハネは、命の言がわたしたちの中に住むことに言及し、命の言がわたしたちの中に

住むなら、わたしたちは御子の中と御父の中に住んでいると言います。これによってわたしたちは、命の

言が実は主ご自身であることを見ます。ヨハネによる福音書第 15章 4節によれば、わたしたちが主の中に

住むとき、主はわたしたち の中に住みます。ここで、命の言がわたしたちの中に住むとき、わたしたちは

御子の中と御父の中に住んでいると言います。再び、ヨハネは御父と御子を一つにしています。なぜな

ら、御父と御子は一であるからです。 

2 Ⅰヨハネ 2：25は言います、「これこそ、 彼がわたしたちに約束された約束、すなわち、あの永遠の

命です」。 「彼」は、前の節の御子と御父の両方を指しており、御子と御父が一であることを示します。

わたしたちの経験からも、御子、御父、イエス、キリストはすべて一です。イエスは御子と御父としての

キリストであり、彼がわたしたちに対する永遠の命であり、わたしたちの分け前となります。 

５

日 

1 反キリストとは何かを説明して

ください。またその原則とは何で

すか？  

2 イエスがキリストであることを

否定することが、なぜイエスが油

塗られたものであることを否定す

るのでしょうか？ 

1 反キリストであるとは、一方で、キリストに反対することであり、もう一方で、あるものでキリストを

置き換えることです。これによってわたしたちは、反キリストの原則が、キリストの「であること」を否

定することと関連することを見ます 

2 キリストと油塗りのどちらの言葉も同じ語根に由来します。油塗られた方を否定することは、油塗りを

否定することを意味します。誰かがイエス否定することは、その者はイエスが油塗られた方であるのを否

定します。これは、油塗りを否定することと等しいのです。なぜなら、油塗られた方はわたしたちの中へ

と入ってきた後、 油塗りとなられるからです。  

６

日 

1 なぜ、警戒して反キリストの原

則に従わないようにすべきなので

しょうか？  

 

2 わたしたちはどのようにして、

反油塗りの中に落ち込まないよう

にしますか？  

 

1 もしわたしたちがキリストのパースンのある面を否定するなら、わたしたちは彼に逆らい、彼に反対し

ているのです。もしわた したちが日常生活の中でキリストに置き換わるものを持つなら、わたしたちはや

はりキリストに逆らい、キリストに反対しているので す。もしわたしたちがキリストをわたし たち自身

の良い性格や振る舞いに置き換えるなら、わたしたちは反 キリストの原則を実行しているのです。  

2 油塗りはわたしたちの中の三一の神の動き、働きであり、 それはご自身をもってわたしたちに浸透

し、彼をわたしたちのすべ てとすることです。実際において、わたしたちは油塗りに逆らい、わたしたち

の内側の三一の神の動き、働き、浸透に反対しているのです。わたしたちは、油塗りにしたがって生活し

なければなりません。 

ま 

と

め 

油塗りの教えとは、おもに神聖な三一の事柄をわたしたちに教えます。わたしたちはあることがらが成功するか、失敗するか

に常に顧慮するかもしれませんが、三一の神は、彼がすべての事柄を通して、彼ご自身をわたしたちの中へと塗られ、三一の

神に関して教えているかどうかということを顧慮されています。わたしたちは事柄自体に留まるのではなく、彼が「ペンキ」

のようにわたしたちの中へと塗られているかどうかに注意する必要があります。継続した福音の宣べ伝え、牧養は、神聖なペ

ンキの浸透がどれほど多くあるかです。わたしたちは、ペンキが乾いていない人となり、霊を用いて他の人を塗る必要があり

ます。 

 

 

 


